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近年、インフラのアセットマネジメントの国際標準として ISO55000 シリーズが整備されている。現代

社会を支える情報基盤の一部であるデータセンターは、排除性は高いが容量の上限までは競争性が低いク

ラブ財の性質をもつインフラであり、当然に ISO55000 シリーズの適用対象と考えられる。一方で、

ISO55000 シリーズの登場以前の 2011 年から米国の Uptime Institute が M&O 認証と呼ばれるデータセンタ

ーの運営品質を客観的に評価する基準を作成し、欧米のデータセンターを中心に、認証取得が進んでいる。 
野村総合研究所の東京第一データセンターでは、既に、M＆O 認証を取得しているが、データセンター

の運営品質マネジメントの観点から ISO55000シリーズと M&O基準認証との比較を行い、１）認証者の専

門性の違い、２）統合認証可能性、３）財務会計制度との整合の容易さ、の 3 つの観点から検討を行った。 
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1. はじめに 

 

株式会社野村総合研究所（以下、NRI）は、日本で最

も古いシンクタンクとして知られるとともに、日本で初

めて商用コンピューター「Univac-120」を導入した野村

證券計算部を源流に持つシステムソリューション事業を

主業としている。現在、東京第一データセンター、横浜

第一データセンター、横浜第二データセンター、大阪デ

ータセンター、大阪第二データセンターの 5か所のデー

タセンターを運用している。 

最新のデータセンターである東京第一データセンター、

大阪第二データセンダーでは、建物に免震・耐震設計を

取り入れるだけでなく、電源・空調の二重化、セキュリ

ティ対策、CO2削減の取り組みなどを既に実施している

が、その運営品質を向上させるために継続的な運用改善、

運用の標準化にも取り組んでいる。 

データセンターのハード面の品質については、特定非

営利活動法人日本データセンター協会（JDCC）が建物

や設備の要件を「データセンターファシリティスタンダ

ード 1)」で定めており、データセンターの設計や、利用

者がデータセンターを選択する際の一定の目安として使

われている。一方で、データセンターの運営（管理・運

用面）では、ISO20000（IT サービスマネジメント）、

ISO27000（情報セキュリティ）、ISO14000（環境）に関

する規格に沿った運営がされることになるが、さらに、

データセンターの運営について米国の Uptime Institute と

いう私企業が設定した運営品質に対する基準に基づき定

量的に評価した結果に基づく認証（Management and 

Operation: 以降、M&O 認証）を受けることができる 2)。

M&O認証は、2019年9月13日現在で、93か国1506のデ

ータセンターでTier StandardやM&O認証などが取得され

ている。日本でも、NRI の東京第一データセンター、横

浜第二データセンター、大阪第二データセンター、およ

び、Canon IT ソリューションの西東京データセンター、

NTT コミュニケーションの東京第六データセンターで

M&O 認証が取得されており、Digital Realty の茨木市の

KIX10 TFK Suites 120 & 130で設計書に対してTier III証書が

交付されている 3)。 
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ISO55000シリーズにおいて、「アセットマネジメント」

とは「アセットからの価値を実現化する組織の調整され

た活動」と定義されているが、データセンターにおいて

ISO55000シリーズを導入した事例を、ウェブ検索、論文

検索しても、該当例は極めて少ない。 

数少ない事例として、ドイツでは、UP KRITS が重要

インフラの情報セキュリティに関するガイドラインを公

表しており、5.3 節でアセットマネジメントについて記

述している。そこでは、ISO27000シリーズとISO55000シ

リーズの導入を推奨している 4)。 

ドイツ以外で明確にデータセンターを対象として

ISO55000シリーズの認証取得を行った事例として確認で

きているのはBabcockがブラジルのBanco de Brasilのデー

タセンターのアセットマネジメントについて ISO55000

の認証を取得した 4)くらいである。それ以外の事例では、

例えば、自治体（カナダ・ヨーク）6)が保有するインフ

ラ資産の一部にデータセンターが含まれる事例が確認で

きるが、データセンターに特化した議論がされているわ

けではない。 

データセンターにおいては、Uptime Instituteの M&O認

証が類似の認証制度であり、かつ、先行しており、デー

タセンターの運営品質の維持・向上、既存利用者への説

明責任の手段、潜在利用者へのプロモーションの観点か

ら、ISO55000シリーズは、劣位になっているのが現状で

ある。 

本検討は、上記の認識に基づき、既に取得している

M&O認証と ISO55000シリーズの差異を確認し、移行容

易性や、想定される運用品質維持に ISO55000 シリーズ

が貢献できるのかについて検討するものである。 

 

 

2. 検討方法 

 

本検討では、ISO55000シリーズの内容と M&O認証の

内容について比較検討するために、以下の資料を用いた。 

 

表 1 検討に用いた資料一覧 
 文献 

ISO55000シリーズ ISO 55001:2014 アセットマネジメントシス

テム 日本規格協会 5) 

M&O認証 Uptime社website  

M&O Stamp of Approval Program 6) 

3. 結果：ISO55000シリーズとM&O認証の比較 

 

(1) 項目比較 

表 2は、ISO55000シリーズとM＆O認証の項目につい

て比較したものである。ISO5500 シリーズに関しては、

国際認証の規格要求事項として定義されている内容を、

項目ごとに列挙したものである。M＆O 認証に関しては、

検査項目を ISO側の要求事項の内容に合わせて、突き合

わせを行った。 

M&O 認証では、「スタッフと組織」、「データセン

ター運営計画とマネジメント」、「教育・トレーニン

グ」、「保守・メンテナンス」、「データセンター運営

の状態・状況」という項目が挙げられており、ISO55000

シリーズと比較すると、項目が集約されていることがわ

かる。特に、M&O 認証では「スタッフと組織」として

まとめられている内容が ISO55000 シリーズでは「組織

の状況」と「リーダーシップ」に分割されており、

M&O認証の「保守・メンテナンス」も ISO55000シリー

ズでは「運用」と「改善」に分割されている。 

以上から、ISO55000 シリーズと比較して、M&O 認証

は相対的に認証の視点が集約されているといえる。 

 

表 2 ISO55000シリーズとM＆O認証の項目比較 
ISO55000 M＆O認証 

組織の状況 スタッフと組織 

リーダーシップ スタッフと組織 

計画 データセンター運営計画とマジメント 

支援 教育・トレーニング 

運用 保守・メンテナンス 

評価 データセンター運営の状態・状況 

改善 保守・メンテナンス 

 

 

表 3 は、ISO55000 シリーズの要求項目のうち、

ISO55000シリーズと M&O認証でそれぞれ求められてい

ることがデータセンターの運営品質管理とどのようにか

かわっているかについて整理したものである。 

比較してみると、運営を担保するための項目は、両認

証ともに同水準と言えるが、求められる要求の粒度と定

義は大きく異なっている。 

国際認証である ISO55000 シリーズは、それぞれの要

求事項に関して詳しくどのような運営がなされるべきか、

詳細に定めている。一方で民間の自主規格である M&O

認証では、要求水準に関しては ISO55000 シリーズに比

べて簡素な記載となっている。 

 

(2) 各要求項目の記載内容の比較 

次に、個別の項目を ISO55000シリーズとM&O認証を

比較する。 

「組織の状況」に関しては、ISO55000シリーズがアセ

ットマネジメントを行うための外部の状況を、運営管理

を行う組織にとどまらず、社会的、文化的、経済的、物

理的な環境を含むと広く捉えているのに対して、M&O

認証は、データセンター運営の職務、職責、体制と実務

的に捉えている。 
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「リーダーシップ」に関しては、ISO55000シリーズが

トップマネジメントとリーダーの果たすべき役割を、詳

細に定義しているのに対して、M&O 認証は、リーダー

の職務、職責に必要な力量を示すための資格と、力量を

維持するための教育計画を整備することで、運営管理の

品質を担保できるように整理されている。 

「計画」に関しては、ISO55000シリーズでは、方針と

目標を定義という国際認証の標準的な要求事項に加え、

計画の時間軸はアセットマネジメントという特性により、

組織自体の業務計画の時間的枠組みを超える可能性や、

報告を財務報告と紐づけ組織の有効性と効率性の改善を

目指す必要性など、特徴的な要求事項が求められている。

一方で、M&O 認証は、設備投資計画と予算の実績管理

が行われていることや、コンピュータ室の容量管理を利

用可能な状態になるように可用性管理をすることなど、

基本的な管理に絞り定義がされている。 

「支援」に関しては、ISO55000シリーズでは、組織全

体を資源として調整、検証、改善することや、管理する

アセットそのものの情報を資源として、収集、検証、統

合することを求め、組織の要員に関しても人的資源とし

て力量を要求事項を定義し管理することを求めている。

M&O 認証は、定期的な教育と訓練の実施とその記録、

OJT プログラムの用意など、人に着目した簡易な定義が

なされている。 

「運用」に関しては、ISO55000シリーズでは、外部委

託を含めた運営管理の品質管理活動の方向付け、実施、

管理を求めている。特に運営で生じる変更に伴う問題に

着目し、変更管理や外部委託管理について注意と推奨す

る内容を詳しく示している。M&O 認証は、定常業務で

ある予防保守と検査、点検、テスト、これらに伴う変更

管理の実施を簡易に定めている。 

「評価」に関しては、ISO55000シリーズでは、対象と

なる運営管理のパフォーマンスの測定範囲が、直接的、

間接的、財務的、非財務的とかなり広く採られている。

運営管理の業務を通じて得られるデータと財務データと

の関係や、直接組織で管理している運営管理と外部委託

で得られた運営結果のデータを組み合わせることで、複

合的に評価を行い結果を評価できるようにすることを求

めている。M&O 認証は、データセンターの運営状態、

状況を合理的な設定値を設けて監視することを求めてい

るだけで、施設の運営管理に絞った要求になっている。 

「改善」に関しては、ISO55000シリーズでは、運営活

動を通じてマネジメントレビュー、内部監査、外部監査

で品質を担保することを要求している。不適合に対して

予測対応措置や緊急事態対応を計画的に行うことを通じ

て、再発を予防し影響を緩和できるようにすることを求

めている点は、他の国際認証に同様である。M&O 認証

は、設備の保守、メンテナンスに着目し、ライフサイク

ル管理や、不具合発生時の原因分析、対策立案を行うこ

となどを簡便に求めている。 

 

 

表 3 ISO55000シリーズとM&O認証からみたデータセンター運営品質管理への適用内容 
 ISO55000シリーズで求められていること M&O認証で求められていること 

組

織

の

状

況 

2.5.3.2 組織の状況 

 アセットマネジメントシステムを確立し，又はレビューするときは，組織は，内部及

び外部の状況を考慮することが望ましい。外部の状況は，規制，財務及び他の制約と同

様に，社会的，文化的，経済的及び物理的な環境を含む。内部の状況は，組織の使命，

ビジョン及び価値と同様に，組織の文化及び環境を含む。ステークホルダーのインプッ

ト，関心及び期待も，組織の状況の一部である。ステークホルダーの影響は，一貫した

意思決定のためのルールを設定するために重要であり，組織の目標を設定することにも

貢献し，その結果，アセットマネジメントシステムの設計及び適用範囲に影響する。 

スタッフと組織 

・データセンター運営に必要な職務・職責が

明確で、体制が整備されていること 

・事故や設備障害時の連絡ルートが整備さ

れ、必要な体制が確保できること 

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ 

2.5.3.3 リーダーシップ  

トップマネジメントは，アセットマネジメントの方針及びアセットマネジメントの目標

を策定し，それらを組織の目標と整合させることに対する責任をもつ。全ての階層での

リーダーは，アセットマネジメントシステムの計画策定，実施及び運用に関与する。ト

ップマネジメントは，方針を示すビジョン及び価値を構築し，組織の内部及び外部でこ

れらの価値を実践し，積極的に高めることが望ましい。トップマネジメントはまた，責

任，説明責任並びにアセットマネジメントの目標及び戦略を明確にし，それはアセット

マネジメントシステムの環境を構築する。リーダーは，アセットマネジメントシステム

を支援することに権限を行使することが望ましく，適切な組織設計を通じて，組織内の

他のマネジメントシステムとの整合性を確実にすることが望ましい。 トップマネジメ

ント及び全ての階層のリーダーは，適切な資源をアセットマネジメントシステムを支援

するために配置することを確実にする責任がある。これらの資源は，適切な資金，妥当

かつ力量のある人的資源及び情報技術の支援を含む。 リーダーは，組織の内部の文化

とアセットマネジメントシステムのパフォーマンスとの間の対立を認識し，解決するこ

とが望ましい。 トップマネジメント及び全ての階層のリーダーは，組織のアセットマ

スタッフと組織 

・職務・職責に必要な「資格」が定義され、

その一覧や教育計画が整備されていること 
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 ISO55000シリーズで求められていること M&O認証で求められていること 
ネジメントの目標及びアセットマネジメントシステムの重要性を全ての従業員，顧客，

サプライヤー，契約者及び他のステークホルダーに伝える責任がある。コミュニケーシ

ョンは，全ての階層からのアセットマネジメントシステムを改善することを目的とする

情報を広く受け入れるリーダーにとっては，双方向であることが望ましい。 

計

画 
2.5.3.4 計画  

組織の目標は，アセットマネジメントの活動を含む組織の活動に対して，横断的な状況

及び方向性を提供する。組織の目標は，一般に，組織の戦略的レベルの計画策定の活動

から策定され，組織の計画において文書化される（3.1.15 参照）。 注記 1 組織の計画

は，例えば企業計画といった他の名称で呼称し得る。 組織が，その組織の目標を達成

するためにアセットマネジメントを適用しようとするときの原則は，アセットマネジメ

ントの方針（3.1.18 参照）において設定されることが望ましい。これらの原則を実施す

るアプローチは，SAMP（3.3.2 参照）において文書化されることが望ましい。 注記 2 

SAMP は，例えばアセットマネジメント戦略といった他の名称で呼称し得る。 組織の

SAMP は，アセットマネジメントの目標の設定について指針を示すこと，及びこれらの

目標を満 

9 Q 55000：2017 (ISO 55000：2014)  たすアセットマネジメントシステムの役割を記述する

ことに使用されることが望ましい。これは，アセットマネジメントシステムを確立し，

それを効果的に運用するために必要な構造，役割及び責任を含む。ステークホルダーの

支援，リスクマネジメント及び継続的改善は，アセットマネジメントシステムの確立及

び運用において取り組まれる重要な課題である。SAMP の時間的枠組みは，組織自体の

業務計画の時間的枠組みを超えることがあり得る。 さらに，組織は，アセットマネジ

メント計画の策定において（すなわち，何を行うのかを確立することにおいて）アセッ

トマネジメントシステムの指針を示すために，SAMP を使用することが望ましい。アセ

ットマネジメント計画自体は，アセットについて行われる活動を明確にすることが望ま

しく，特定かつ測定可能な目標（例えば，時間的枠組み，使用される資源）をもつこと

が望ましい。これらの目標は，運用計画と，組織の計画及び全ての部局レベルの業務計

画との整合性をとるための機会を提供し得る。 アセットの報告を財務報告に関連付け

ることと同様に，アセットマネジメントの目標を組織の目標と整合させることは，組織

の有効性及び効率性を改善し得る。アセットの報告を財務報告に関連付けることは，組

織の財務状況及び長期的財務に関する要求事項の評価を改善し，明確にし得る。 

データセンター運営計画とマネジメント 

・設備投資計画があり、予算と実績の管理が

行われていること 

・IT 部門と連携し、コンピュータ室の収容プ

ランが機能していること 

・設備運営に必要な文書が整備され、常に更

新され、利用可能な状態になっていること 

・IT 機器の設置や撤去の情報が管理され、電

力・スペース・空調のキャパシティーが予

測・管理されていること 

支

援 
2.5.3.5 支援 

 アセットマネジメントシステムは，組織の多くの部門間での協力を必要とする。この

協力には，資源の配分を含むことが多い。これらの資源を調整すること，及びそれらを

活用し，検証し，改善することを，アセットマネジメントシステムの目標とすることが

望ましい。それは，組織全体を通じて，アセットマネジメントの目標の認識を高めるこ

とにもなる。 アセットマネジメントシステムは，アセットマネジメント計画の策定及

びそれらの有効性の評価を支援するための情報を提供する。アセットの情報システム

は，組織によっては非常に大きくかつ複雑である。アセットのデータをアセットの情報

に変換するために，同データを収集し，検証し，統合するには多くの課題がある。この

情報を作成し，管理し，文書化することは，アセットマネジメントシステムの重要な機

能である。 アセットマネジメントシステムは，アセットマネジメントに関わる要員の

力量の要求事項を規定することが望ましい。これらの力量の実現，維持，評価及び改善

は，通常，組織の人的資源マネジメントシステムと密な協力を必要とする。これらの二

つのシステムは，相互に支え合うことが望ましい。 

教育・トレーニング 

・社員・スタッフ・ベンダーを含めた、定期

的な教育・訓練が行われていること。また、

その記録が保管されていること 

・OJT プログラムが用意され、新規に運営に関

わる要員に適用されていること 

運

用 
2.5.3.6 運用 

 組織のアセットマネジメントシステムによって，外部委託された活動を含め，アセッ

トマネジメントの活動の方向付け，実施及び管理が可能となる。アセットマネジメント

計画の実施のための機能的方針，技術規格，計画及びプロセスは，アセットマネジメン

トシステムの設計及び運用にフィードバックされることが望ましい。 アセットマネジ

メントシステムの運用では，アセットマネジメントのプロセス又は手順に計画的な変更

を必要とする場合があり，それは，新しいリスクを招く可能性がある。変更を管理する

という状況でのリスクの評価及び管理は，アセットマネジメントシステムを運用するこ

とにおいて重要な検討事項である。 組織が，アセットマネジメントの活動の一部を外

部委託するときは，組織のアセットマネジメントシステムの管理下から，それらの外部

委託された活動を除外しないほうがよい。相互に影響し合う活動が異なるサービス提供

者に外部委託された状況においては，管理の責任及び複雑性が増大する。 

保守・メンテナンス 

・予防保守・設備故障時のオペレーション手

順が整備されていること 

・変更管理とその履歴が保管されていること 

・予防保守が計画的に実施されていること。

また、その記録が保管されていること 

・検査点検機器、テスト機器のメンテナンス

が実施されていること 

・コンピュータ室にごみや可燃物などが放置

されないよう、管理されていること 

評

価 
2.5.3.7 パフォーマンス評価 

 組織は，アセット，アセットマネジメント及びアセットマネジメントシステムのパフ

データセンター運営の状態・状況 

・重要設備の閾値が設定・監視されているこ
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 ISO55000シリーズで求められていること M&O認証で求められていること 
ォーマンスを評価することが望ましい。パフォーマンスの測定は，直接的・間接的，財

務的・非財務的であり得る。  

10 Q 55000：2017 (ISO 55000：2014)  アセットのパフォーマンス評価は，間接的かつ複雑で

ある場合が多い。効果的なアセットのデータマネジメント及びデータの情報への変換

（2.5.3.5 参照）は，アセットのパフォーマンスを測定するために重要である。この情報

の監視，分析及び評価は，継続的なプロセスであることが望ましい。アセットのパフォ

ーマンス評価は，組織によって直接管理されるアセット及び外部委託されるアセットに

ついて実施されることが望ましい。 アセットマネジメントのパフォーマンスは，アセ

ットマネジメントの目標が達成されたかどうか，達成されていなければその理由に対し

て評価されることが望ましい。適用可能な場合，アセットマネジメントの目標を超えた

ことによって生じる機会も，それらを実現することを失敗したときと同様に，精査され

ることが望ましい。意思決定のプロセスの妥当性は，注意深く精査されることが望まし

い。 アセットマネジメントシステムのパフォーマンスは，システム自体のために特に

設定された目標に対して評価されることが望ましい（目標が設定された場合，又は前回

の評価に続いて評価が行われる場合）。システムを評価することの第一の目的は，組織

のアセットマネジメントを支援するために効果的かつ効率的であるかを決定することで

ある。アセットマネジメントシステムのパフォーマンスを評価するために，定期的に監

査することが望ましい。これらは，自己評価によって補足されてもよい。 パフォーマ

ンス評価の結果は，マネジメントレビューへのインプットとして利用されることが望ま

しい。 

と 

・設定値の妥当性やポリシーが明確であるこ

と 

・設定値変更や操作に関する権限が明確であ

り、管理されていること 

改

善 
2.5.3.8 改善  

アセットマネジメントシステムは，その状況，組織の目標及び変化するアセットポート

フォリオに適合するように，複雑となり，継続的に進化していく。継続的改善は，外部

委託された活動又はプロセスを含め，アセット，アセットマネジメントの活動及びアセ

ットマネジメントシステムに適用可能な概念である。 改善の機会は，アセットマネジ

メントシステムのパフォーマンス及びアセットのパフォーマンスを監視することを通じ

て，直接的に決定され得る。 アセットマネジメントシステムの不適合又は潜在的な不

適合は，マネジメントレビュー，及び内部又は外部の監査を通じて特定され得る。不適

合は，是正処置を必要とし，潜在的な不適合は，予測対応処置を必要とする。 特に重

要なことは，アセットに関連するインシデント（3.1.8 参照）又は緊急事態であり，その

ために，特定されたリスクに対する緊急時対応計画及び事業継続計画が，アセットマネ

ジメントシステムによって取り組まれることが望ましい。予期しない事象を含め，全て

のそのようなインシデントは，アセットマネジメントシステムに改善が必要かどうかを

知り，それらの再発を予防し，それらの影響を緩和するために，調査及びレビューされ

ることが望ましい。 改善を実施する前に，リスクを評価することが望ましい。 

保守・メンテナンス 

・設備機器のライフサイクルが管理され、適

時、更改・保守されていること 

・不具合発生時の原因分析・対策立案を行う

仕組みが整備されていること 

 

4. 議論：  

 

ISO55000シリーズと M&O認証の差について、１）認

証者の専門性の違い、２）統合認証可能性、３）財務会

計制度との整合の容易さ、の 3つの観点から検討を行っ

た。 

 

(1) 認証者の専門性の違いから見た ISO55000シリーズと

M&O認証 

ISO55000シリーズと M&O認証の要求事項の書きぶり

の違いは、以下から生じていると考えられる。ISO55000

シリーズは国際認証の手続きに従い監査会社より派遣さ

れた監査人が認証規格に基づいて第三者の視点で一定の

合理性を持って品質保証する仕組みに対して、M&O 認

証ではUptime社からデータセンター運営に精通した審査

員が要求事項の文書をベースラインとして現場では審査

員から運営にかなり足を踏み込んだ質問や確認を行う認

証作業をする。ISO55000シリーズでは、監査会社の監査

人が必ずしもデータセンターの専門家でないのに対して、

民間の自主規格であるUptime社の審査員は、データセン

ターに関する専門家が派遣されるため、要求事項の水準

や粒度を詳細に定義しなくても審査員の専門性によって

一定程度の品質の担保が可能であるからといえる。 

 

 (2) 統合認証可能性からみた ISO55000シリーズと M&O

認証  

物理的資産としてのアセットマネジメント以外にもIT

サービス品質や情報セキュリティやマネジメント品質な

どの観点から、データセンターは、ISO20000シリーズや

ISO27000シリーズの認証を取得している場合が多く、さ

らに、ISO9000シリーズや ISO14000シリーズの認証も取

得している事例も多い。実際に、NRI のデータセンター

も、ISO14000、ISO20000、ISO27000 シリーズの認証を取

得している。 

ISO55000シリーズは、これらの既存の ISOとその構成

が類似しており、既に日本水工株式会社の事例報告 7) が
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されているように、他の ISOとのマネジメント活動の共

通化や統合認証の実施により、認証維持の負荷の低減や、

取得の事務負担の低減が期待できることは ISO55000 シ

リーズの優位性といえる。 

 

(3) 財務会計制度との整合の容易さからみた ISO55000シ

リーズとM&O認証 

ISO55000シリーズは、従前の現場の実践を通じて行わ

れてきた建物設備の劣化状態や健全度による運営管理に

加え、アセットマネジメントとして、財務会計、管理会

計を財務的指標として用いて、パフォーマンス評価を行

う点が、M&O認証と大きく異なる。 

M&O 認証では、財務指標を含む要求事項は「設備投

資計画があり、予算と実績の管理が行われていること」

という、簡易な要求事項しか求められていない。 

ISO55000シリーズが求めるアセットマネジメントを実

践することで、データセンターの耐用年数や劣化の過程、

データセンターサービスが生みだす便益過程、ライフサ

イクルコストと不確実性を考慮したデータセンターから

もたらされる純便益の割引現在価値を最大化するような

データセンターの運営管理品質を立案することができる

ようになる可能性を持っている。 

一方で、データセンターの運営管理品質を ISO55000

シリーズが求めるアセットマネジメントにまで適用させ

るためには、現行の財務会計制度の下では、財務指標だ

けを用いてアセットマネジメントを実施することは困難

である点や、民間企業では企業が保有する資産は固定資

産として認識されているが、現行の企業会計では固定資

産を減価償却を計上しても引当金として、役割を果たさ

ないケースもあるなど、アセットマネジメントの仕組み

と現行の財務会計制度の間にはギャップがある。 

M&O 認証は、もともとが自主規格であることから

ISO55000シリーズのような規格と制度のギャップはなく、

外形的に専門家によるお墨付きを得られる点で、データ

センター運営者にとっては導入しやすい認証制度といえ

る。 

 

 

5. まとめ 

 

道路、上下水道等、既に多くの社会資本分野で

ISO55000 シリーズの導入が試みられているが、情報化社

会を支える社会資本の一部であるデータセンターへの

ISO55000シリーズの導入は世界的に見ても多くないよう

である。一方で、M&O 認証のような類似の認証制度が

既に導入されている現状を鑑み、今後、日本でもデータ

センターに ISO55000 シリーズの適用が増えるのではな

いかとの想定から、本稿では、ISO55000 シリーズと

M&O 認証シリーズの要求事項の検討を行い、両者の長

所短所の比較を行った。 

ISO55000シリーズの要求事項と比較して M&O認証の

要求事項は簡潔であるが、これは、認証者の専門性に依

存しているためと考えられる。多くのデータセンターは、

既に ISO9000シリーズ、ISO14000シリーズ、ISO20000シ

リーズ、ISO27000シリーズの認証を受けているところも

多く、統合マネジメント、統合認証が可能な ISO55000

シリーズは、全く別の枠組みを持つ M&O 認証よりも導

入の負荷は小さいと考えられる。一方で、ISO55000シリ

ーズにおける財務会計に関する要求事項よりも M&O 認

証における要求事項の方が簡易であり、導入時の負荷は

小さい。このように、現時点で、データセンター所有

者・運営者からみると ISO55000シリーズとM&O認証に

はそれぞれ長短があり、簡単に優劣を決められない状況

となっている。 

ドイツでは既に重要インフラの情報セキュリティに関

するガイドラインでアセットマネジメントの手法として

ISO55000シリーズの利用が推奨されている。日本でも、

同様に、重要インフラの情報セキュリティ対策 10)の一部

としてアセットマネジメントの位置づけと ISO55000 シ

リーズの導入の推奨等が行われると、今後、国内のデー

タセンターへの ISO55000 シリーズの導入が進むのでは

ないだろうか。 

なお、本検討は、野村総合研究所内での情報収集を目

的としたものであり、現時点で、野村総合研究所のデー

タセンターに ISO55000 シリーズを導入する、しないに

ついての検討、決定について言及するものではないこと

に留意されたい。 
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